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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１４
億
５
４
３
万
円
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
補
正
内
容
は
、

国
の
交
付
決
定
を
踏
ま
え
た

地
方
交
付
税
１５
億
４
８
０
５

万
円
、
前
年
度
繰
越
金
３
億

５
４
７
７
万
円
な
ど
で
す
。

歳
出
の
主
な
補
正
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
市
駅
前
行
政
サ
ー
ビ
ス
再

編
関
連
事
業
経
費（
③
街
区

（
＊
１
）
の
５
・
６
階
（
行
政

サ
ー
ビ
ス
再
編
に
係
る
フ
ロ

ア
）
の
開
設
に
係
る
シ
ス
テ

ム
関
係
経
費
等
）
…
３
３
８

８
万
円

▼
市
駅
周
辺
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
費
（
市
駅
北
口
駅

前
広
場
整
備
に
合
わ
せ
た
信

号
機
設
置
経
費
）
…
５
４
６

万
円

▼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
策
定
経
費（
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
に
基
づ
く
法

定
計
画
の
策
定
に
向
け
た
ニ

ー
ズ
調
査
費
用
等
）
…
４
５

０
万
円

▼
ひ
ら
か
た
万
博
推
進
事
業

費
（
ひ
ら
か
た
万
博
の
機
運

醸
成
を
高
め
る
た
め
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
開
催
及
び
空
飛
ぶ

ク
ル
マ
の
Ｖ
Ｒ
体
験
イ
ベ
ン

ト
実
施
経
費
）
…
３
４
９
万

円▼
ひ
ら
か
た
万
博
推
進
事
業

補
助
金
（
市
の
地
域
資
源
を

活
用
し
た
新
た
な
特
産
品
や

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
、

広
報
等
に
要
す
る
経
費
補
助
）

…
１
５
０
万
円

▼
調
理
場
用
空
調
機
器
購
入

経
費
（
空
調
機
器
が
未
設
置

の
給
食
調
理
場
に
対
し
て
設

置
を
行
う
経
費
）
…
５
１
８

５
万
円

債
務
負
担
行
為
の
主
な
補

正
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

▼
幼
児
療
育
園
跡
地
活
用
事

業
経
費
（
元
幼
児
療
育
園
解

体
設
計
委
託
等
）
…
１
６
２

０
万
円

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

③
街
区
複
合
施
設

認
知
症
の
人
な
ど
様
々
な

市
民
に
配
慮
し
た
整
備
を

質
問

③
街
区（
＊
１
）複
合

施
設
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
フ
ロ

ア
整
備
に
つ
い
て
、
認
知
症

基
本
法
で
、
認
知
症
の
人
と

の
共
生
社
会
が
打
ち
出
さ
れ

た
今
、ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
弁

床
壁
面
の
色
分
け
や
、

図
記
号
の
案
内
サ
イ
ン
な
ど
、

様
々
な
市
民
の
来
庁
を
想
定

し
た
整
備
に
取
り
組
む
。

要
望
等

妊
婦
や
障
害
者
な

ど
様
々
な
市
民
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

視
点
で
の
整
備
を
要
望
す
る
。

③
街
区
複
合
施
設

行
政
サ
ー
ビ
ス
フ
ロ
ア

コ
ン
セ
プ
ト
と
周
知
方
法
は

質
問

③
街
区（
＊
１
）複
合

施
設
の
５・６
階
行
政
サ
ー
ビ

ス
フ
ロ
ア
の
コ
ン
セ
プ
ト
と

市
民
へ
の
周
知
方
法
を
聞
く
。

答
弁

５
階
は
開
放
的
で
明

る
い
空
間
、
６
階
は
大
人
も

子
ど
も
も
心
地
よ
く
落
ち
着

き
の
あ
る
空
間
と
す
る
。
市

民
に
は
イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス（
＊

２
）
を
用
い
、
サ
ー
ビ
ス
内

容
を
丁
寧
に
周
知
す
る
。

要
望
等

速
や
か
に
情
報
発

信
し
、
④
・
⑤
街
区
の
ま
ち

づ
く
り
の
機
運
を
盛
り
上
げ

る
よ
う
要
望
す
る
。

な
ぜ
信
号
機
の
設
置
を

市
予
算
で
行
う
の
か

質
問

Ｔ
�
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
前
交

差
点
の
信
号
機
設
置
は
、
本

来
公
安
委
員
会
が
設
置
す
べ

き
も
の
だ
が
、
な
ぜ
市
予
算

で
設
置
す
る
の
か
。
ま
た
、

設
置
時
期
は
い
つ
頃
か
。

答
弁

同
委
員
会
の
事
務
を

担
う
府
警
本
部
と
協
議
し
、

設
置
時
期
は
未
定
と
確
認
し

た
。
北
口
駅
前
広
場
整
備
の

工
程
及
び
安
全
管
理
の
た
め

に
も
６
年
度
中
の
設
置
が
必

須
と
考
え
、市
予
算
で
行
う
。

要
望
等

工
事
期
間
中
の
渋

滞
緩
和
措
置
等
を
要
望
す
る
。

市
予
算
を
活
用
し
た

信
号
機
設
置
は
問
題
あ
り

質
問

本
来
、
公
安
委
員
会

が
設
置
す
べ
き
信
号
機
を
市

予
算
で
設
置
す
る
こ
と
自
体

が
問
題
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
調
整
を
し
た
の
か
。

答
弁

公
安
委
員
会
の
事
務

を
担
う
府
警
本
部
に
対
し
て
、

信
号
機
設
置
の
必
要
性
や
事

業
工
程
を
説
明
し
、
協
議
を

重
ね
た
。
今
回
は
、
設
置
の

遅
れ
に
よ
る
影
響
が
大
き
い

た
め
本
市
で
設
置
す
る
。

要
望
等

今
後
、
設
置
し
た

い
な
ら
市
予
算
で
と
の
前
例

に
な
ら
な
い
よ
う
意
見
す
る
。

信
号
機
設
置
後
の
運
用
で

交
差
点
斜
め
横
断
の
検
討
は

質
問

市
駅
北
口
駅
前
広
場

整
備
に
伴
う
Ｔ
�
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

前
の
信
号
機
設
置
後
、
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
市
民
に
と
っ
て

安
全
で
、
交
通
が
円
滑
と
な

る
よ
う
交
差
点
を
斜
め
横
断

可
能
と
す
る
こ
と
な
ど
、
運

用
に
係
る
協
議
状
況
を
聞
く
。

答
弁

斜
め
横
断
は
、
交
差

点
内
路
面
標
示
が
複
雑
に
な

る
こ
と
や
高
架
下
の
車
両
交

互
通
行
に
伴
う
信
号
調
整
な

ど
課
題
が
多
い
。
引
き
続
き

府
警
本
部
等
と
協
議
を
行
う
。

計
画
策
定
時
の

意
見
聴
取
の
手
法
に
工
夫
を

質
問

第
２
期
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
時

に
市
内
４
か
所
で
市
民
意
見

を
聴
取
し
た
が
、
参
加
者
が

少
な
か
っ
た
。
横
浜
市
で
は

次
期
計
画
策
定
に
向
け
て
１８

か
所
で
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
を

実
施
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

双
方
向
の
取
組
や
手
法
も
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

大
人
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
自
身
か
ら
の
意
見
聴

取
等
、
子
ど
も
・
子
育
て
専

門
分
科
会
の
意
見
も
踏
ま
え
、

実
施
し
て
い
く
。

ひ
ら
か
た
万
博
推
進
事
業

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
基
づ
く
立
案
と

明
確
な
効
果
指
標
の
設
定
を

質
問

ひ
ら
か
た
万
博
推
進

事
業
で
開
催
す
る
空
飛
ぶ
ク

ル
マ
の
Ｖ
Ｒ
体
験
等
、
イ
ベ

ン
ト
に
係
る
予
算
の
効
果
指

標
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

効
果
指
標
に
つ
い
て
、

具
体
の
数
値
は
な
い
が
、同
イ

ベ
ン
ト
等
を
機
に
、ひ
ら
か
た

万
博
や
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
認

知
度
、期
待
値
の
向
上
を
図
る
。

要
望
等

今
後
の
同
事
業
に

係
る
施
策
立
案
に
お
い
て
は
、

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ（
＊
３
）を
踏
ま
え

た
上
で
効
果
指
標
を
分
か
り

や
す
く
示
す
よ
う
意
見
す
る
。

文
化
財
保
存
事
業
補
助
金

減
額
に
よ
る
影
響
は

質
問

文
化
財
保
存
事
業
補

助
金
の
歳
入
予
算
額
を
減
額

す
る
理
由
と
影
響
を
聞
く
。

答
弁

百
済
寺
跡
再
整
備
事

業
費
に
係
る
国
補
助
金
の
上

限
額
を
計
上
し
て
い
た
が
、交

付
決
定
額
に
合
わ
せ
減
額
し

た
。
築
地
塀
復
元
工
事
と
公

園
整
備
工
事
を
併
せ
て
行
う

予
定
だ
っ
た
が
、
公
園
整
備

工
事
は
６
年
度
に
実
施
す
る
。

要
望
等

継
続
し
て
進
め
て

き
た
事
業
で
あ
り
、
市
か
ら

も
国
に
対
し
、
補
助
金
確
保

を
要
望
す
る
よ
う
意
見
す
る
。

補
助
金
制
度
創
設

特
産
品
の
開
発
等
に
対
す
る

支
援
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を

質
問

ひ
ら
か
た
万
博
推
進

事
業
補
助
金
は
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
に
向
け
た
特
産

品
開
発
も
対
象
だ
が
、
予
算

増
額
へ
の
考
え
を
聞
く
。

答
弁

５
年
度
は
、
上
限
３０

万
円
の
申
請
５
件
を
想
定
し

て
い
る
。
今
後
、
申
請
状
況

等
を
見
極
め
つ
つ
、
必
要
な

予
算
を
確
保
し
、
よ
り
効
果

的
な
取
組
に
つ
な
げ
て
い
く
。

要
望
等

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
が

持
続
可
能
な
財
産
と
な
る
よ

う
支
援
の
充
実
を
要
望
す
る
。

給
食
調
理
場
空
調
機
器

安
全
、安
心
な
給
食
提
供
へ

職
場
環
境
の
改
善
を

質
問

保
護
者
か
ら
は
、
猛

暑
の
中
、
空
調
機
器
未
整
備

の
老
朽
化
し
た
調
理
場
で
働

い
て
い
る
給
食
調
理
員
の
職

場
環
境
を
心
配
す
る
声
が
あ

る
。
補
正
予
算
で
ど
の
よ
う

な
整
備
を
行
う
の
か
聞
く
。

答
弁

猛
暑
が
続
く
中
で
の

作
業
の
軽
減
へ
、
空
調
機
器

が
未
整
備
で
あ
る
全
て
の
調

理
場
の
整
備
を
５
年
度
中
に

完
成
す
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

要
望
等

安
全
、
安
心
な
給

食
提
供
と
職
場
環
境
の
改
善

へ
早
急
な
対
応
を
要
望
す
る
。

幼
児
療
育
園
跡
地
活
用

解
体
工
事
を
適
切
に
実
施
し

事
業
へ
地
元
意
見
の
反
映
を

質
問

幼
児
療
育
園
跡
地
活

用
事
業
経
費
の
内
容
と
枚
方

宿
地
区
賑
わ
い
創
出
基
金
の

今
後
の
活
用
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

同
跡
地
の
既
存
建
物

解
体
に
係
る
設
計
委
託
費
で
、

解
体
後
は
枚
方
宿
地
区
賑
わ

い
創
出
施
設
の
整
備
を
優
先

し
つ
つ
、
同
地
区
の
活
性
化

に
資
す
る
取
組
に
活
用
す
る
。

要
望
等

解
体
工
事
は
、
公

的
機
関
の
責
任
で
適
切
に
実

施
し
、
同
事
業
に
地
元
意
見

が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
取

り
入
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

意
見

樟
葉
駅
前
広
場
の
猛

暑
対
策
に
係
る
府
の
補
助
金

が
減
額
と
な
っ
た
が
、
今
年

は
過
去
に
な
い
猛
暑
が
続
い

た
。
木
陰
、
日
陰
の
確
保
や

市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
ベ
ン
チ

な
ど
の
設
置
を
求
め
る
。

令
和
５
年
９
月
定
例
月
議
会
は
、
９
月
２９
日
か
ら
１１
月
６
日
ま
で
の
３９
日
間
の
期
間
で
開

か
れ
ま
し
た
。市
長
選
挙
後
初
の
定
例
月
議
会
と
な
る
た
め
、９
月
２９
日
に
市
長
の
所
信
表
明

を
聴
取
し
ま
し
た
。
１０
月
１１
日
に
は
、
市
長
に
対
す
る
問
責
決
議
を
可
決
し
た
後
、
一
般
会

計
補
正
予
算
や
条
例
の
制
定
、一
部
改
正
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。本
来
は
、
１０
月
６
日
・
１０

日
の
２
日
間
で
所
信
表
明
に
対
す
る
各
会
派
の
代
表
質
問
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、市
長
が
公

職
選
挙
法
に
抵
触
し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
報
道
さ
れ
た
件
に
関
し
、議
会
と
し
て
は
、

こ
う
し
た
状
況
の
ま
ま
代
表
質
問
に
臨
む
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
し
て
、審
議
日
程
の
変
更

を
決
定
し
、
１０
月
１６
日
・
１７
日
の
２
日
間
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
（
詳
細
は
２
・
３
面
）。

ま
た
、令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
ほ
か
６
特
別
・
３
企
業
会
計
決
算
な
ど
に
つ
い
て
は
、

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
た
上
で
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
内
容
等
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会派構成
等の変更

＊
１

街
区
…
市
駅
周
辺
再

整
備
で
は
、
枚
方
市
駅
周
辺

を
①
街
区
か
ら
⑤
街
区
ま
で

の
５
つ
の
エ
リ
ア
に
定
め
、

再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

各
街
区
の
位
置
に
つ
い
て

は
左
図
の
と
お
り
。

＊
２

イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス
…

建
物
の
外
観
を
立
体
的
な
絵

に
よ
っ
て
表
現
し
た
完
成
予

想
図
の
こ
と
。

＊
３

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（Evid

ence
Based

Poli
cy
M
aking

）…「
証
拠

に
基
づ
く
政
策
立
案
」
と
訳

さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
根

拠
が
曖
昧
な
勘
や
経
験
と
い

っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
頼
る
こ

と
な
く
、
統
計
デ
ー
タ
を
分

析
し
た
上
で
合
理
的
根
拠（
エ

ビ
デ
ン
ス
）
に
基
づ
き
政
策

を
考
え
て
い
く
こ
と
。

１１
月
７
日
付
で
前
田
富
枝
議
員
、
長
友
克
由
議
員
が
自
由
民
主
党
議
員
団
に
入
会

し
た
旨
の
届
出
、
及
び
漆
原
周
義
議
員
が
自
由
民
主
党
議
員
団
か
ら
退
会
し
た
旨
の

届
出
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、
１１
月
１６
日
付
で
漆
原
周
義
議
員
か
ら
会
の
名
称
を「
命

を
守
る
政
治
の
会
」
と
し
た
旨
の
届
出
が
あ
り
ま
し
た
。

伏
見
隆
市
長
に
対
す
る
問
責
決
議

伏
見
市
長
は
令
和
５
年
９
月
３
日
執
行
の
枚
方
市
長
選
挙
に

お
い
て
、
３
期
目
の
当
選
を
果
た
し
、
既
に
所
信
表
明
を
終
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
令
和
５
年
１０
月
１
日
、
選
挙
後
に
自
身
の
選
挙
ス

タ
ッ
フ
な
ど
が
開
催
し
た
「
伏
見
た
か
し
祝
勝
会
」
に
参
加
し
、

お
礼
を
述
べ
て
い
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

公
職
選
挙
法
第
１
７
８
条
第
５
号
で
は
、
選
挙
の
期
日
後
に

お
い
て
、
当
選
又
は
落
選
に
関
し
、
選
挙
人
に
挨
拶
す
る
目
的

を
も
っ
て
、
当
選
祝
賀
会
そ
の
他
集
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
選
又
は
落
選
に

関
す
る
選
挙
人
へ
の
挨
拶
行
為
は
、
選
挙
に
関
連
し
て
行
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、選
挙
の
期
日
後
で
も
多
く
の
費
用
を
要
し
た
り
、

事
後
買
収
が
行
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
明
確
に
法
律
で
禁

止
し
て
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
伏
見
市
長
が
自
ら
を
律
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
、

枚
方
市
長
の
職
務
に
係
る
倫
理
に
関
す
る
条
例
で
は
、
自
ら
の

立
場
を
自
覚
し
、
政
治
活
動
に
関
し
、
道
義
的
に
批
判
を
受
け

る
お
そ
れ
の
あ
る
寄
附
を
受
け
な
い
こ
と
な
ど
、
市
長
職
を
行

う
に
当
た
っ
て
の
倫
理
行
動
基
準
を
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

伏
見
市
長
は
、
法
令
遵
守
を
徹
底
し
、
市
民
全
体
の
代
表
者

と
し
て
、
市
民
の
信
頼
に
値
す
る
倫
理
性
を
保
持
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
当
選
後
、
法

律
に
違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
を
市
長
自
ら
行
う
と
は
、

断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
伏
見
市
長
に
対
し
、
猛
省
を
促
す
と

と
も
に
市
長
と
し
て
の
責
任
を
強
く
問
う
も
の
で
す
。

本
問
責
決
議
は
、
伏
見
市
長
が
、
３
選
を
果
た
し
た
９
月

の
市
長
選
挙
後
に
「
祝
勝
会
」
の
横
断
幕
が
掲
げ
ら
れ
た
集

会
に
参
加
し
た
問
題
で
、
当
選
祝
賀
会
の
開
催
を
禁
止
し
て

い
る
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
報
道

さ
れ
た
件
に
対
し
、
４
会
派
等
の
議
員
が
提
出
し
た
も
の
で

す
。
１１
日
の
本
会
議
の
冒
頭
、
市
長
か
ら
、
本
件
に
係
る
経

過
に
つ
い
て
説
明
等
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
「
市

民
の
皆
様
に
対
し
、
心
配
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お

わ
び
す
る
。
市
政
を
預
か
る
者
と
し
て
道
義
的
責
任
を
強
く

感
じ
て
い
る
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

※
問
責
決
議
は
、
法
に
基
づ
く
不
信
任
議
決
と
異
な
り
、
市

長
の
辞
職
や
議
会
解
散
等
の
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※１ 決算審査と１１月６日の審議内容は、次号でお知らせします。 ※２ 会派構成等は議決当時のものです。

議
会
日
誌

９月１０月１１月
９
月
定
例
月
議
会

２９
日
…
本
会
議（
第
１
日
）

所
信
表
明
を
聴
取

２９
日
…
決
算
特
別
委
員
会

委
員
長
、
副
委
員
長
の

互
選
等

１１
日
…
本
会
議（
第
２
日
）

決
議
、
一
般
会
計
補
正

予
算
等
を
可
決

１６
日
…
本
会
議（
第
３
日
）

２
人
が
代
表
質
問

１７
日
…
本
会
議（
第
４
日
）

３
人
が
代
表
質
問

１９
日
…
本
会
議（
第
５
日
）

意
見
書
を
可
決

２３
・
２４
・
２６
・
２７
・
３１
日

…
決
算
特
別
委
員
会

４
年
度
各
会
計
決
算
等

を
審
査

６
日
…
本
会
議（
第
６
日
）

４
年
度
各
会
計
決
算
等

を
認
定
・
可
決
等

決議・意見書 ４ 年 度
決算関連

５ 年 度
補正予算

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
治
療
薬
の
公
費
負
担
継
続
、
医
療

体
制
へ
の
支
援
強
化
を
求
め
る
意
見
書

・
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

・
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

・
保
育
所
等
保
育
施
設
の
職
員
配
置
基
準
改
善
を
求
め
る
意
見
書

・
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
の
実
施
を
求
め
る
意
見
書

・
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
（
硬
膜
外
自
家
血
注
入
療
法
）
に
対
す
る

適
正
な
診
療
上
の
評
価
等
を
求
め
る
意
見
書

・
脱
炭
素
と
自
然
再
興
に
貢
献
す
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー（
循

環
経
済
）
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

・
伏
見
隆
市
長
に
対
す
る
問
責
決
議

・
下
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

・
病
院
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

・
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
自
動
車
駐
車
場
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

否

決

否

決

否

決

否

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

認

定

認

定

認

定

認

定

可

決

可

決

可

決
－ － － － ４ ４ ４ １ ※１ － － １

・ 藤田幸久議員（公明党議員団）は、議長
としての立場上、採決に参加していません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例
一部改正 制定

・
建
築
行
政
事
務
手
数
料
条
例

・
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

・
保
健
所
事
務
手
数
料
条
例
及
び
旅
館
業
法
施
行
条
例

・
基
金
条
例

・
市
立
生
涯
学
習
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
災
害
派
遣
手
当
等
に
関
す
る
条
例

・
国
民
健
康
保
険
条
例

・
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
特
別
措
置
条
例

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決
－ － － － － － ４ ４
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・
東
部
大
阪
都
市
計
画
杉
三
丁
目
地
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

可

決
－
○
○
○
○
○
○

契約

・
穂
谷
川
清
掃
工
場
第
３
プ
ラ
ン
ト
定
期
補
修
工
事
（
後
期
）
請
負

変
更
契
約
締
結

・
小
中
学
校
体
育
館
空
調
設
備
整
備
Ｄ
Ｂ
Ｏ
事
業
請
負
契
約
締
結

可

決

可

決
※１ ４
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

その他

・
財
産
（
消
防
団
ポ
ン
プ
車
両
）
の
取
得

・
専
決
事
項
の
報
告
（
損
害
賠
償
）
【
１０
月
１９
日
分
】

・
債
権
の
放
棄

可

決

聴

取

聴

取
－ － －
○ － －
○ － －
○ － －
○ － －
○ － －
○ － －

・
専
決
事
項
の
報
告
（
損
害
賠
償
）
【
１０
月
１１
日
分
】

聴

取
－
－
－
－
－
－
－

・
４
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

聴

取
－
－
－
－
－
－
－

・
４
年
度
基
金
の
運
用
状
況

聴

取
４
－
－
－
－
－
－

外郭団体
経営状況
・
公
益
財
団
法
人
枚
方
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
４
年
度
事
業
報
告
）

・
枚
方
市
土
地
開
発
公
社
（
４
年
度
事
業
報
告
）

聴

取

聴

取
４ ４
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －

・
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

・
下
水
道
事
業
会
計
決
算

・
病
院
事
業
会
計
決
算

・
水
道
事
業
会
計
決
算

可

決

認

定

認

定

認

定

○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○

・
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認

定

認

定

認

定

○ ○ ○
○ × ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

・
長
尾
杉
線
（
杉
工
区
）
道
路
整
備
工
事
（
そ
の
４
）
請
負
変
更
契

約
締
結

・
御
殿
山
小
倉
線
道
路
整
備
工
事
（
３
工
区
）
そ
の
２
請
負
変
更
契

約
締
結

可

決

可

決
－ －
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

可

決

可

決
－ －
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

可

決

可

決

可

決
－ － －
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

議
決
結
果
一
覧

掲載面
自 由
共 産
連 合
維 新
公 明
創 政

会派等所属別議員名
結成順に掲載。（ ）は会派等の略称

自由民主党議員団※２（自由）
田 口 敬 規、漆 原 周 義、
松 本 佑 介

日本共産党議員団（共産）
堤 幸 子、広瀬ひとみ、
松岡ちひろ、三 和 智 之

連合市民の会（連合）
野 村 生 代、八 尾 善 之、
奥 野 美 佳、番 匠 映 仁、
大津真沙樹

大阪維新の会
枚方市議会議員団（維新）
鍜治谷知宏、小 池 晶 子、
門 川 紘 幸、泉 大 介、
岡市栄次郎、妹 尾 正 信、
大 濱 暢 祐、佐田あゆ美、
志 甫 直 哉、高 野 寿 陛

公明党議員団（公明）
丹 生 真 人、大 地 正 広、
藤 田 幸 久、田 中 優 子、
一 原 明 美、千 葉 雅 民、
東 実名子、峠 賢 一

自由民主党枚方創政会※２（創政）
前 田 富 枝、長 友 克 由



質
問

中
学
校
給
食
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
有
識
者
や
学
校
関
係

者
等
か
ら
幅
広
く
意
見
を
聴
取
し
、

慎
重
な
検
討
の
結
果
、
４
年
１２
月

に
方
針
を
ま
と
め
、
全
員
給
食
の

必
要
性
等
が
示
さ
れ
た
。
方
針
策

定
の
段
階
で
は
、
「
全
員
給
食
の

必
要
性
や
整
備
手
法
等
」
が
論
点

と
な
っ
て
い
た
が
、
物
価
高
騰
が

続
く
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
等
に

伴
い
、
論
点
は
、
「
無
償
化
」
に

移
行
し
て
い
る
と
考
え
る
。
義
務

教
育
に
お
け
る
保
護
者
の
負
担
軽

減
は
優
先
度
が
高
い
た
め
、
小
学

校
給
食
の
無
償
化
は
も
ち
ろ
ん
、

塾
代
や
食
費
等
の
経
済
的
負
担
が

よ
り
大
き
い
中
学
校
に
お
い
て
も
、

全
員
給
食
の
実
施
と
併
せ
、
無
償

化
を
実
現
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
の
方
向
性
を
聞
く
。

答
弁

現
下
の
物
価
高
騰
の
状
況

や
国
の
動
き
等
に
鑑
み
、
本
市
の

子
育
て
施
策
と
し
て
、
小
学
校
だ

け
で
な
く
中
学
校
で
も
給
食
費
の

無
償
化
に
向
け
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
無
償
化

の
実
現
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
中

学
校
に
お
け
る
全
員
給
食
の
着
実

な
開
始
に
向
け
、取
組
を
進
め
る
。

よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
と
育
成
を

質
問

デ
ジ
タ
ル
・
Ａ
Ｉ
技
術
を

積
極
的
に
活
用
し
、
市
民
の
利
便

性
向
上
に
向
け
業
務
の
効
率
化
を

図
る
な
ど
、
よ
り
よ
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
と
い
う
が
、

技
術
の
活
用
に
は
人
材
の
確
保
、

育
成
が
重
要
と
な
る
。
デ
ジ
タ
ル

人
材
確
保
の
た
め
、採
用
や
育
成
、

組
織
づ
く
り
等
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
弁

採
用
試
験
の
職
種
区
分
に

Ｉ
Ｔ
資
格
枠
を
設
け
た
ほ
か
、
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
等
の
た
め
、

Ｄ
Ｘ（
＊
１
）推
進
リ
ー
ダ
ー
を
各

部
署
に
配
置
し
、研
修
を
行
っ
た
。

ま
た
、
Ｄ
Ｘ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
に
お
い
て
業
務
改
善
手
法

の
洗
い
出
し
を
行
う
な
ど
、
全
庁

横
断
的
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。

要
望
等

デ
ジ
タ
ル
人
材
が
不
足

す
る
中
、
ど
う
い
っ
た
業
務
が
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
が

必
要
な
の
か
、
デ
ジ
タ
ル
業
務
や

人
材
の
整
理
、
可
視
化
を
図
り
、

採
用
、
配
置
を
計
画
的
に
進
め
る

な
ど
、
戦
略
的
な
人
材
の
確
保
、

育
成
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

市
駅
周
辺
再
整
備
を
進
め

本
市
の
持
続
的
な
発
展
を

質
問

市
長
が
目
指
す
市
駅
周
辺

再
整
備
の
考
え
を
実
現
す
る
に
は

新
庁
舎
の
位
置
を
決
め
る
必
要
が

あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
再
整
備

が
進
ま
ず
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や

雇
用
、
消
費
等
の
効
果
を
生
み
出

す
こ
と
が
で
き
ず
に
民
間
投
資
の

機
会
を
逸
す
る
こ
と
も
危
惧
し
て

い
る
。
市
民
の
様
々
な
意
見
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
期

に
新
庁
舎
の
位
置
を
確
定
さ
せ
整

備
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
弁

市
民
説
明
会
等
で
受
け
取

っ
た
様
々
な
意
見
に
で
き
る
限
り

対
応
で
き
る
よ
う
十
分
に
検
討
し
、

動
き
始
め
て
い
る
再
整
備
の
流
れ

を
止
め
る
こ
と
な
く
事
業
を
進
め

る
。
早
期
に
事
業
効
果
を
生
み
出

す
た
め
、
ま
ず
は
新
庁
舎
の
位
置

を
確
定
さ
せ
、
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

要
望
等

再
整
備
事
業
は
、
に
ぎ

わ
い
創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化

等
に
つ
な
が
り
、
本
市
を
持
続
的

に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
必
要
と
考

え
る
。
市
民
の
様
々
な
意
見
に
可

能
な
限
り
対
応
し
な
が
ら
、
再
整

備
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
そ
の
取
組
の
効

果
を
積
極
的
に
発
信
し
、
同
事
業

に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
三
季
休
業
期
の
留
守
家
庭
児
童

会
室
で
昼
食
提
供
サ
ー
ビ
ス
を

○
外
出
困
難
な
人
に
地
域
や
状
況

に
応
じ
た
持
続
可
能
な
支
援
を

枚
方
議
会
２
面
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鍜治谷知宏

ランチボックス方式の中学校給食

今後４年間の取組方針
これまで、２０年・３０年先の未来を見据えて、子育
て支援や教育の充実をはじめ、地域資源を活用した
経済の活性化に向けた取組などの市政運営に取り組
んできた。そして、近年、若い世帯の転入が転出を
上回るようになるなど、取組の成果が少しずつ形と
して現れ始めている。
子育て世帯をターゲットにした施策のより一層の
充実と市駅周辺再整備事業を最重点施策とし、ＳＤ
Ｇｓにおいて提唱される社会、環境、経済の３側面
の調和を図りながら、人口減少が進む中においても、
一人一人が将来にわたって幸せを実感できる持続可
能な発展を目指し、市政運営に全力を尽くす。

２つの最重点施策

最重点施策① 子育て世帯をターゲットにした施策

�母子保健と児童福祉の機能を併せ持つ
こども家庭センターを設置する。
�今後の保育ニーズを見極めながら、引
き続き待機児童の「通年のゼロ」を目指す。
�就学前児童施設に通う全ての子どもたちが小学校
へ円滑に就学できるよう、市独自で策定するプロ
グラムを推進する。
�就学前児童施設に子どもを通わせる保護者の経済
的、時間的な負担の軽減を図るとともに、在宅で
の子育て世帯を対象としたサービスを充実させ
る。
�子どもがわくわくするような公園の整備など、身
近な地域での子育て環境の充実を図る。
�課題解決型学習を充実させ、問題発見・解決能力
等を育成するとともに、これまで進めてきた小中
一貫の英語教育や読書活動を推進する。
�子どもたちの体験の幅を広げるため、市内企業等
との連携による実社会を経験する機会をつくる。
�全ての子どもたちに個別最適で協働的な学びを実
現するとともに、さらなるデジタル技術の活用や
学校教員の働き方改革を進め、より効果的で質の
高い教育の実現を目指す。
�保護者の負担軽減を目的とした小学校給食の無償
化や、健やかな成長を支えるための中学校での全
員給食の実施に向けた取組を進める。

�学校施設のさらなるバリアフリー化やＺＥＢ化な
ど環境整備を進める。
�小・中学校における支援教育の一層の充実を図る。
�いじめ問題への早期対応と未然防止の取組を強化
するとともに、学校に登校できない、あるいは登
校しにくい子どもたちへの多様な学びの機会を拡
大させる。
�ヤングケアラーや経済的困難を抱える家庭への支
援を充実させる。
�虐待はもとより、子どもやその保護者への緊急か
つ、より専門的な対応を一貫して行えるよう、児
童相談所の設置に向けた準備を進める。

最重点施策② 市駅周辺再整備の着実な推進

�市駅周辺エリアに、豊かな緑の空間と、
住むだけでなく、働く場、学ぶ場、楽
しめる場など、様々な都市機能を集積させ、ゆと
りと利便性を併せ持つこれからの時代に即した環
境整備を図る。
�利便性と安全性の向上を図るスマートシティの実
現を目指し、デジタル技術を積極的に活用する。
�地域資源を活用した、人が中心のウォーカブルな
まちづくりを目指し、市駅周辺再整備基本計画に
おいて設定した街区ごとの整備を一体的に捉え、
着実に進める。そのために、市駅北口及び東側（③
街区）の整備を次の街区整備へとスムーズに展開
することが必要であり、早期に新庁舎位置を確定
させ、民間施設の誘導を図りながら連鎖型のまち
づくりに取り組む。
�市駅東側の複合施設は市役所の市民窓口、生涯学
習交流センター、図書館をはじめとする行政機能
の集約化による駅直結の便利な公共スペースを設
け、市民サービスの向上を目指す。
�新庁舎は、災害時においても行政機能を最大限に
発揮する高度な防災拠点施設とするとともに、多
様化する市民ニーズへ個別丁寧に対応するため、
対面とオンラインのそれぞれの強みを生かした充
実を図るなど、安全、安心と利便性を実感できる
市役所を目指す。新庁舎機能の集約において、本
庁舎と支所の役割を整理する。支所は地域共生社
会の実現を見据え、地域において一人一人に最適
で包括的な支援へとつなげられるよう、新しい地
域拠点の構築に向けた取組を進める。

�現市役所、旧市民会館周辺（④街区）にはニッペ
パーク（岡東中央公園）を生かした公園、広場を
拡大配置し、緑の空間を創造するとともに、民間
の提案を募り、笑顔があふれ、にぎわいを生む空
間活用を図る。

課題解決に必要な３側面の取組の方向性
取組に当たっては、職員が活躍できる職場風土の
譲成、ＡＩ等最先端技術の活用等を図り、よりよい
行政サービスの提供を目指す。

社会面 誰一人取り残されない社会の実現

�災害への備えをはじめ、犯罪や交通事
故の防止、救命救急への体制強化など、
かけがえのない命を守れるよう取り組む。
�健康寿命の延伸に向けた取組を推進し、高齢者が
生き生きと過ごせる優しいまちの実現に取り組
む。
�誰もが居場所と役割のあるコミュニティづくりの
推進や健康増進など多角的な視点を踏まえ、高齢
者の外出支援の充実に取り組む。
�新興感染症への対策をはじめとする地域保健体制
や医療連携の強化を図る。
�障害者の自立支援と社会参加の促進や、孤独、孤立
に悩む人への社会や人とのつながりの構築に向け
た支援などで市民の安全、安心な暮らしを支え
る。
�犬や猫をはじめとする動物の命を尊び、殺処分ゼ
ロを継続していくための取組を充実させる。
�生涯にわたり活躍できる機会の創出や、質の高い
文化芸術、スポーツに親しむことができる環境の
充実を図る。また、ｅスポーツについては、コミ
ュニケーションツールとして社会課題の解決に活
用するとともに、地域活性化や産業振興といった
経済面での効果も見極めながら施策展開を図る。
�男女共同参画を推進し、性の多様性が尊重される
社会の実現を目指す。
�多文化への理解促進や外国籍の市民等への支援の
充実を図るなど、多文化共生社会の実現に向けた
取組を推進する。
�非核平和宣言都市として、平和の尊さや意義を強
く訴える。
�あらゆる取組の礎に人権の尊重を置くことで、お

互いの違いを認め合い、他者の立場に立って考え、
行動することを推進し、まち全体の人権意識の向
上を図る。

環境面 自然や生活環境の保全と
都市機能充足の両立

�２０５０年のゼロカーボンシティの実現に向け、
地域脱炭素の取組を進め、２０３０年度までの温
室効果ガス排出量の削減目標の達成を目指すとと
もに、循環型社会を推進する。
�東部の里山や淀川の水辺空間など、豊かな緑と恵
まれた自然環境を守り、育む。
�水道水を安定供給するための中宮浄水場の移転建
て替えや、京田辺市との共同による可燃ごみ広域
処理施設の整備を進める。
�都市計画道路をはじめ、人や自転車にとって安全
で快適な通行空間の整備を着実に推進する。
�ＪＲ学研都市線沿線について、本市を含む関係機
関で構成する協議会において、沿線一体のまちづ
くりビジョンを策定し、ソフトとハードの両面か
らまちづくり方策の実施へとつなげる。

経済面 地域経済の活性化

�大阪・関西万博を契機に、市の地域
資源を生かしたブランドの開発や地域ビジネスを
創出するなど、「ひらかた万博」の取組を推進し、
市民のまちへの愛着を高め、地域経済の活性化を
実現する。
�大阪・関西万博を見据えた外国人観光客の誘導も
視野に入れ、枚方宿など市の歴史文化遺産等を活
用するとともに、淀川河川敷では子どもから大人
まで楽しめるアクティビティーの充実を図る。
�東部地域では地域資源を生かした活性化を図り、
市域における観光ツーリズムの展開を目指す。
�創業や起業を支援し、市内での活発なビジネスの
創出を図る。
�ものづくり企業の積極的な魅力発信や女性が生き
生きと活躍できる環境づくり、若者の市内企業へ
の就職を促進するなど、地域産業の活性化を図
る。
�農を守り産業化を推進していくため、就農から経
営までを支援し、東部地域の里山や農の営みを次
世代へと継承する仕組みづくりに取り組む。

♦本市議会には全員協議会、委員協議会という会議体がある。♦本市は、ほぼ１年を通して定例会の会期とする通年議会制を導入しており、臨時会の開催はほぼない。
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質
問

市
役
所
ま
で
行
か
ず
と
も
、

北
部
リ
ー
フ（
＊
２
）の
よ
う
に
よ

り
近
い
場
所
で
様
々
な
相
談
や
申

請
が
で
き
る
機
能
を
他
支
所
に
も

設
置
す
べ
き
と
こ
れ
ま
で
要
望
し

て
き
た
。
今
回
、
新
し
い
地
域
拠

点
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
む
と

い
う
が
、
同
拠
点
の
持
つ
機
能
を

具
体
的
に
聞
く
。

ま
た
、
今
後
、
津
田
支
所
や
香

里
ケ
丘
支
所
に
お
い
て
も
同
拠
点

の
機
能
が
構
築
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。

答
弁

支
所
等
で
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
積
極
的
に
活
用
し
、
本
庁
舎
と

の
連
携
強
化
を
進
め
る
こ
と
で
、

北
部
リ
ー
フ
以
外
の
支
所
で
対
応

で
き
な
か
っ
た
福
祉
関
係
の
相
談

な
ど
を
含
め
、
様
々
な
申
請
手
続

等
に
対
応
で
き
る
窓
口
機
能
も
有

し
た
拠
点
を
想
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
津
田
支
所
等
へ
の
拡
充

に
つ
い
て
は
、
北
部
支
所
で
の
対

応
状
況
を
踏
ま
え
、
各
施
設
の
課

題
等
を
整
理
し
、展
開
し
て
い
く
。

留守家庭
児童会室
安
全
で
十
分
な
活
動
を

保
障
す
る
た
め
施
設
整
備
を

質
問

留
守
家
庭
児
童
会
室
の
入

室
基
準
を
満
た
さ
な
い
か
ら
放
課

後
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア（
＊
３
）を

利
用
し
て
い
る
と
の
声
や
、
夏
休

み
等
の
長
期
休
業
期
に
お
弁
当
を

作
る
負
担
が
大
き
く
、
夏
場
は
食

材
が
傷
ま
な
い
か
心
配
と
の
声
を

聞
く
。
ま
た
、
施
設
面
で
、
一
部

の
留
守
家
庭
児
童
会
室
に
お
い
て

は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
十
分

な
活
動
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
な

く
、
施
設
の
老
朽
化
で
ト
イ
レ
等

の
衛
生
器
具
も
古
び
て
い
る
。
そ

こ
で
、
生
活
の
場
と
し
て
の
機
能

を
確
保
す
る
観
点
で
の
整
備
が
必

要
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
課
題

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
弁

入
室
基
準
や
長
期
休
業
期

の
お
弁
当
な
ど
運
営
に
関
す
る
課

題
に
つ
い
て
の
保
護
者
ニ
ー
ズ
は

認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
保
護
者

に
寄
り
添
え
る
よ
う
、
昼
食
サ
ー

ビ
ス
や
開
室
時
間
の
延
長
な
ど
改

善
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
施
設

整
備
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
が
明

る
く
衛
生
的
な
環
境
で
健
や
か
に

過
ご
せ
る
場
を
保
障
す
る
た
め
、

学
校
施
設
の
有
効
活
用
を
含
め
、

計
画
的
に
取
り
組
む
。
特
に
、
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、速
や
か
に
取
組
を
進
め
る
。

財
源
を
確
保
し
た
上
で

給
食
無
償
化
の
実
現
を

質
問

小
学
校
給
食
の
無
償
化
は
、

新
た
に
多
額
の
経
費
が
恒
久
的
に

必
要
と
な
る
。
そ
の
財
源
を
無
理

な
く
確
保
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
経
済
的
な

負
担
軽
減
の
た
め
に
実
現
す
べ
き

と
考
え
る
。
し
か
し
、
今
後
、
中

学
校
の
全
員
給
食
の
実
施
が
決
定

し
た
場
合
に
は
新
た
な
調
理
場
の

整
備
等
が
必
要
と
な
り
、
ま
た
、

小
学
校
の
調
理
場
の
老
朽
化
対
策

等
も
含
め
、
多
額
の
費
用
が
か
か

る
。
そ
れ
に
加
え
、
小
・
中
学
校

給
食
を
無
償
化
す
れ
ば
、
さ
ら
な

る
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。

本
市
財
政
は
こ
の
状
況
に
耐
え

得
る
の
か
懸
念
さ
れ
る
が
、
現
時

点
で
給
食
無
償
化
に
係
る
年
間
必

要
経
費
は
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で

い
る
の
か
。
ま
た
、
国
の
財
源
が

見
込
め
な
い
中
で
、
多
額
の
予
算

を
恒
久
的
に
確
保
で
き
る
の
か
。

答
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今
後
の
児
童
・
生
徒
数
の

変
動
に
も
よ
る
が
、
市
の
財
政
負

担
は
、
年
間
で
小
学
校
が
約
１０
億

円
、
中
学
校
が
約
７
億
円
と
見
込

ん
で
い
る
。無
償
化
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
給
食
か
ら
で
き
る
限
り
早

期
に
実
現
す
る
考
え
で
あ
り
、
当

初
予
算
編
成
時
に
財
源
状
況
や
将

来
見
通
し
を
踏
ま
え
、判
断
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

〇
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対

す
る
助
成
の
早
期
実
施
を

○
就
労
支
援
の
観
点
で
若
年
層
へ

の
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
を

質
問

質
の
高
い
教
育
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
一
番
の
問
題
は
教
員

不
足
だ
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
担
任

の
確
保
も
で
き
な
く
な
る
危
機
的

な
状
況
と
聞
く
。
と
り
わ
け
大
阪

府
内
の
状
況
は
深
刻
で
あ
り
、
府

に
対
し
、
教
員
不
足
を
改
善
す
る

抜
本
的
な
対
応
を
求
め
る
と
と
も

に
、
市
と
し
て
独
自
の
対
策
を
講

じ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
現
状
の

認
識
と
今
後
の
対
応
を
聞
く
。

答
弁

引
き
続
き
、
府
に
対
し
講

師
不
足
の
改
善
に
つ
な
が
る
取
組

を
要
望
し
て
い
く
。
ま
た
、
抜
本

的
な
方
策
と
し
て
学
校
教
員
の
働

き
方
改
革
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

５
年
度
開
始
の
「
笑
顔
の
学
校
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
７
）
の
中
で
、

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
業
務
改
善

に
加
え
、
労
働
安
全
衛
生
の
充
実

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
教
職
員

が
働
き
が
い
を
持
ち
、健
康
で
生
き

生
き
と
勤
務
す
る
職
場
づ
く
り
を

進
め
、
本
市
の
教
育
の
魅
力
を
高

め
る
取
組
や
、
人
材
獲
得
の
た
め

の
求
人
・
Ｐ
Ｒ
活
動
に
尽
力
す
る
。

要
望
等

現
場
の
声
を
反
映
し
て

徹
底
し
た
働
き
方
改
革
を
推
進
し
、

そ
の
方
針
と
進
捗
を
内
外
に
示
す

よ
う
要
望
す
る
。

公職選挙法
違反疑惑
政
治
倫
理
条
例
を
制
定
し

自
ら
を
厳
し
く
律
す
る
べ
き

質
問

公
職
選
挙
法
で
当
選
祝
賀

会
の
開
催
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
中
、

市
長
は
横
断
幕
に
「
祝
勝
会
」
と

書
か
れ
た
会
合
に
参
加
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
祝
勝
会
で
は
な
か

っ
た
と
釈
明
し
、
自
身
を
処
罰
す

る
考
え
を
示
し
て
い
な
い
。
こ
う

し
た
脇
の
甘
い
状
態
で
、
総
額
９

０
０
億
円
を
超
え
る
市
駅
周
辺
再

整
備
と
い
う
巨
大
事
業
を
進
め
ら

れ
る
の
か
。
市
民
の
様
々
な
疑
問

を
解
消
す
る
た
め
、
根
拠
資
料
を

添
え
て
納
得
の
で
き
る
説
明
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。
市
長
の
職
務
に

係
る
倫
理
に
関
す
る
条
例
を
改
正

す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
が
、
問

題
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
な
ら
、

新
た
に
政
治
倫
理
条
例
を
制
定
し
、

後
援
会
組
織
等
も
含
め
、
自
ら
を

厳
し
く
律
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
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今
後
、市
政
を
預
か
る
者
と

し
て
自
身
の
言
動
に
つ
い
て
厳
に

慎
み
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
市

民
に
対
し
様
々
な
機
会
を
通
じ
て

説
明
責
任
を
果
た
し
、
市
政
へ
の

信
頼
回
復
に
努
め
て
い
く
。ま
た
、

自
ら
は
も
と
よ
り
、
後
援
会
を
は

じ
め
選
挙
に
関
わ
る
人
々
と
共
に
、

選
挙
に
対
す
る
知
識
を
高
め
、
し

っ
か
り
と
意
識
し
て
行
動
す
る
。

市駅周辺
再 整 備
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
主
導
権

府
に
渡
る
の
で
は
な
い
か

質
問

市
駅
周
辺
再
整
備
に
対
し

反
対
や
疑
問
の
声
も
広
が
る
中
、③

街
区（
＊
４
）の
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
な
信
号
機
を
府
で
は
な
く
市
が

肩
代
わ
り
し
て
設
置
す
る
と
い
う
。

府
は
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
協
力

す
る
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
不

信
感
が
募
る
。市
役
所
を
⑤
街
区
に

移
転
す
る
こ
と
は
、府
の
土
地
と
市

の
④
街
区
の
駅
前
一
等
地
を
等
価

交
換
す
る
こ
と
に
な
り
、ま
ち
づ
く

り
の
絵
を
様
々
に
描
い
て
も
、
主

導
権
が
府
に
渡
る
の
で
は
な
い
か
。
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④
・
⑤
街
区
の
ま
ち
づ
く

り
で
は
、
早
期
に
⑤
街
区
に
新
庁

舎
の
位
置
を
確
定
さ
せ
た
後
、
土

地
区
画
整
理
事
業（
＊
６
）に
よ
り
、

⑤
街
区
の
う
ち
市
庁
舎
を
含
む
合

同
庁
舎
に
必
要
な
面
積
分
の
換
地

（
＊
５
）
を
受
け
る
。③
街
区
へ
北

河
内
府
民
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
機

能
を
移
転
す
る
こ
と
な
ど
、
府
が

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
す
る

姿
勢
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お

り
、
引
き
続
き
、
本
市
が
主
導
的

に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
高
齢
者
外
出
支
援
の
た
め
交
通

運
賃
補
助
や
デ
マ
ン
ド
交
通
を

○
大
阪・関
西
万
博
を
行
事
と
し
て

学
校
に
押
し
つ
け
る
の
は
問
題

枚
方
議
会
３
面

１
２
０
１
０
３

井
❶
堀
❷
井
❸
井
❹
井
❺
井
❻
井
❼
井
❽
井
❾
井
10
井
11
井

に ふ まこ と

丹生真人
ひろ せ

広瀬ひとみ

北部リーフで実施しているＩＣＴ機器を活用した遠隔相談働き方改革について研修を受ける教員の様子

質
問

市
駅
周
辺
再
整
備
に
お
い

て
は
、
④
街
区（
＊
４
）の
市
有
地

売
却
に
よ
り
行
わ
れ
る
民
間
開
発

事
業
の
中
で
、
ま
ち
の
魅
力
を
高

め
る
複
合
施
設
が
整
備
さ
れ
る
と

い
う
が
、
そ
れ
は
市
の
単
な
る
期

待
で
し
か
な
い
。
実
現
の
た
め
に

は
法
的
な
規
制
や
公
的
補
助
等
が

必
要
と
考
え
る
が
、方
策
を
聞
く
。
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④
街
区
の
市
有
地
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者

の
提
案
を
受
け
具
体
化
を
図
る
考

え
で
あ
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
上
で
、
公
募
で
は
市
が
必
要

と
す
る
機
能
の
評
価
項
目
へ
の
設

定
や
義
務
づ
け
を
検
討
す
る
。

要
望
等

採
算
性
が
保
証
さ
れ
な

け
れ
ば
事
業
者
が
公
募
に
応
じ
な

い
危
険
も
あ
り
、
同
項
目
の
設
定

等
で
市
が
期
待
す
る
機
能
が
実
現

さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
楽
観
的
で

他
者
依
存
だ
と
考
え
る
。
大
阪
府

の
用
地
を
換
地（
＊
５
）に
よ
ら
ず

補
償
し
、ま
た
、④
・
⑤
街
区
の
土

地
区
画
整
理
事
業（
＊
６
）を
完
了

さ
せ
る
と
な
る
と
、
財
源
調
達
の

た
め
の
市
有
地
売
却
が
必
須
と
な

り
、
民
間
事
業
者
に
土
地
を
購
入

し
て
も
ら
う
た
め
に
様
々
な
期
待

を
諦
め
て
譲
歩
を
重
ね
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
。
同
事
業
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
結
論
の
押
し
つ

け
で
は
な
い
丁
寧
な
説
明
と
、
議

論
に
基
づ
く
合
意
形
成
を
求
め
る
。

市
民
等
に
と
っ
て
何
が
適
切
か
を

基
準
に
常
に
倫
理
的
な
行
動
を

質
問

市
長
の
職
務
に
係
る
倫
理

に
関
す
る
条
例
に
は
「
市
長
は
、

市
政
に
携
わ
る
権
能
と
責
務
を
有

す
る
こ
と
を
自
覚
し
、
市
民
の
信

頼
に
値
す
る
倫
理
性
を
保
持
す
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
る
。
問
責
決
議
の
対
象
と
な

っ
た
市
長
の
行
為
そ
の
も
の
が
問

題
で
あ
る
上
、
そ
の
後
の
姿
勢
か

ら
も
条
例
に
規
定
の
あ
る
自
覚
や

倫
理
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
法

律
等
の
遵
守
が
求
め
ら
れ
る
首
長

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
欠

如
が
、
市
民
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
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首
長
の
同
意
識
の
欠
如
は
、

市
政
へ
の
信
頼
を
損
ね
る
こ
と
に

つ
な
が
る
た
め
、
常
に
倫
理
的
な

行
動
の
下
、
市
政
運
営
に
当
た
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

要
望
等

倫
理
と
い
う
言
葉
に
は
、

何
が
正
し
い
か
を
判
断
す
る
普
遍

的
な
基
準
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

市
と
市
民
に
と
っ
て
何
が
適
切
か

と
い
う
基
準
に
基
づ
き
判
断
す
る

こ
と
も
、
市
長
に
求
め
ら
れ
る
倫

理
的
な
行
動
で
あ
る
と
意
見
す
る
。

市政運営
透
明
か
つ
公
正
な
説
明
で

説
明
責
任
の
履
行
を

質
問

３
期
目
の
市
政
を
担
う
に

当
た
り
、
市
長
は
過
去
８
年
の
反

省
を
踏
ま
え
ど
う
い
っ
た
点
に
留

意
し
て
市
政
を
運
営
す
る
の
か
。
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２
期
８
年
の
反
省
点
は
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
と

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
が
不

十
分
だ
っ
た
点
で
あ
る
。
３
期
目

は
、
職
員
が
変
化
、
変
革
を
恐
れ

ず
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
職
場
環
境
を
目
指
す
。

ま
た
、大
胆
な
政
策
展
開
に
よ
り
、

安
心
し
て
楽
し
く
子
育
て
が
で
き

る
、
経
済
が
活
発
と
い
っ
た
ま
ち

の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
。

要
望
等

伏
見
市
政
の
最
大
の
課

題
は
、
市
民
や
職
員
と
の
対
話
を

軽
視
し
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
決
め

た
結
論
あ
り
き
の
姿
勢
を
変
え
ら

れ
な
か
っ
た
市
長
自
身
に
あ
る
。

広
い
視
野
と
公
正
な
視
点
で
事
実

を
捉
え
、
幅
広
く
意
見
を
聞
き
、

修
正
し
て
政
策
を
練
り
上
げ
る
こ

と
で
初
め
て
、
民
意
を
尊
重
し
た

透
明
か
つ
公
正
な
説
明
責
任
の
履

行
が
可
能
に
な
る
と
意
見
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

〇
学
校
給
食
は
、
市
単
独
で
の
無

償
化
の
前
に
質
を
守
る
支
援
を

○
所
信
表
明
で
財
政
の
方
針
を
示

し
適
正
に
賢
く
支
出
す
べ
き

質
問

市
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
よ
る
飼
え
な
く
な
っ
た
動
物

の
引
取
り
や
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動（
＊
８
）

が
、
殺
処
分
ゼ
ロ
の
継
続
要
因
の

一
つ
と
考
え
て
お
り
、
支
援
体
制

の
強
化
を
求
め
て
き
た
。
同
活
動

は
費
用
負
担
が
大
き
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
本
市
の
猫
不
妊
手
術
費

補
助
金
の
交
付
対
象
は
市
内
の
病

院
で
の
手
術
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

使
い
勝
手
が
悪
い
。
市
外
病
院
も

対
象
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
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今
年
度
よ
り
、
野
良
猫
へ

の
補
助
額
を
増
額
し
、
費
用
負
担

軽
減
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
市

外
の
動
物
病
院
で
も
同
補
助
を
利

用
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
お

り
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
す

る
よ
う
取
り
組
む
。

要
望
等

府
に
設
置
さ
れ
て
い
る

ア
ニ
マ
ル
ポ
リ
ス
は
、動
物
遺
棄
・

虐
待
等
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な

く
、
単
に
保
健
所
に
転
送
す
る
だ

け
の
電
話
回
線
に
す
ぎ
な
い
。
し

か
し
、実
際
に
救
助
し
な
け
れ
ば
、

命
は
つ
な
が
ら
な
い
。
行
政
に
お

い
て
は
、
動
物
を
救
助
す
る
と
い

う
ア
ニ
マ
ル
レ
ス
キ
ュ
ー
の
使
命

を
持
っ
て
取
り
組
む
よ
う
要
望
す

る
。ま

た
、
動
物
と
共
生
す
る
社
会

に
お
い
て
は
、
一
人
一
人
の
行
動

や
、命
を
大
切
に
す
る
思
い
を
育
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
意
見
す
る
。

大 規 模
災 害 時
自
衛
隊
の
派
遣
要
請
基
準
と

危
機
管
理
監
の
役
割
は

質
問

大
規
模
災
害
時
は
、
発
災

当
初
の
段
階
で
適
切
に
自
衛
隊
へ

の
派
遣
要
請
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
要
請
を
行
う
た

め
に
は
基
準
が
必
要
と
考
え
る
が
、

本
市
が
有
す
る
基
準
を
聞
く
。

ま
た
、
災
害
時
に
各
部
署
が
よ

り
緊
密
に
連
携
す
る
た
め
に
は
、

専
門
的
な
知
見
と
権
限
を
有
す
る

職
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

危
機
管
理
監
の
位
置
づ
け
と
、
市

長
や
副
市
長
不
在
時
に
お
け
る
同

管
理
監
の
役
割
を
聞
く
。

答
弁

災
害
が
発
生
し
、
ま
た
は

発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
で
、

市
長
が
本
市
、
府
及
び
関
係
機
関

の
機
能
を
も
っ
て
し
て
も
応
急
措

置
に
万
全
を
期
し
難
い
と
判
断
し

た
場
合
に
、
知
事
に
自
衛
隊
の
派

遣
要
請
を
要
求
す
る
が
、
通
信
途

絶
等
に
よ
り
難
し
い
場
合
は
、
自

衛
隊
に
直
接
要
請
す
る
。

ま
た
、
危
機
管
理
監
は
、
災
害

対
策
本
部
の
副
本
部
長
と
し
て
、

本
部
長
の
市
長
を
補
佐
し
、
関
係

機
関
と
の
協
議
等
を
担
う
。
市
長

や
副
市
長
が
本
部
へ
参
集
で
き
な

い
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、
代

わ
り
に
災
害
対
応
を
指
揮
す
る
。

い
じ
め
事
案
の
報
告

適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か

質
問

い
じ
め
重
大
事
態
が
認
知

さ
れ
た
中
学
校
で
は
、
教
員
一
人

が
事
案
を
抱
え
込
み
、
組
織
的
対

応
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

い
じ
め
事
案
に
つ
い
て
、
学
校
か

ら
教
育
委
員
会
へ
の
報
告
を
義
務

化
す
る
よ
う
要
望
し
た
が
、現
在
、

適
切
に
報
告
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁

日
々
の
い
じ
め
事
案
は
、

学
期
ご
と
に
教
育
委
員
会
が
学
校

か
ら
概
要
の
報
告
を
受
け
、
重
大

事
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

が
な
い
か
、適
宜
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
、
児
童
、
生
徒
が
一
定
期
間

連
続
し
て
欠
席
し
た
場
合
も
報
告

を
求
め
て
お
り
、
各
学
校
は
適
切

に
対
応
し
て
い
る
。
報
告
を
受
け

た
教
育
委
員
会
も
、
速
や
か
に
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を
派
遣

す
る
な
ど
、
即
時
対
応
を
進
め
て

い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
事
案
に

つ
い
て
は
、
学
校
い
じ
め
対
策
審

議
会
に
お
い
て
、
助
言
を
受
け
て

い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

〇
使
う
ほ
ど
単
価
が
高
く
な
る
水

道
料
金
体
系
の
見
直
し
を

○
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
教
訓
に

差
別
を
な
く
す
た
め
の
対
策
を

おく の み か

奥野美佳
うるし はら ちか よし

漆原周義

市有地の有効活用が検討されている④街区不妊手術済みの印として耳にV字カットが施された猫

議
会
は
、
次
の
２
つ
の
常

任
委
員
会
で
、
そ
の
所
管
す

る
事
務
に
つ
い
て
自
主
的
に

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

■
教
育
子
育
て
常
任
委
員
会

９
月
１
日
に
委
員
会
の
発

議
に
よ
り
「
不
登
校
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

本
市
の
現
時
点
の
取
組
状
況

や
今
後
の
展
開
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
委
員
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

■
建
設
環
境
常
任
委
員
会

９
月
２０
日
に
委
員
会
の
発

議
に
よ
り
「
公
園
の
在
り
方

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
協

議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
本
市
の
大
小
様
々
な

規
模
の
公
園
の
現
状
や
課
題

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

委
員
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

＊
１

Ｄ
Ｘ（D

igitalTransform
ation

）…

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ

り
よ
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
」
と
い
う
概
念
で
、
新
た

な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
駆
使
に
よ
っ
て
既
存
の
枠
組
み
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

＊
２

北
部
リ
ー
フ
…
北
部
支
所
内
に
あ
る
、
健
康
、

福
祉
、
子
育
て
、
介
護
、
障
害
、
生
活
困
窮
な
ど
の
複

合
し
た
課
題
に
対
応
で
き
る
総
合
相
談
窓
口
の
こ
と
。

＊
３

放
課
後
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
（
放
課
後
子
ど
も

教
室
）
…
総
合
型
放
課
後
事
業
の
う
ち
、
放
課
後
に
児

童
が
安
心
し
て
自
由
に
遊
べ
る
場
と
し
て
新
た
に
学
校

の
一
部
を
開
放
す
る
事
業
の
こ
と
。

＊
４

街
区
…
市
駅
周
辺
再
整
備
で
は
、
枚
方
市
駅
周

辺
を
①
街
区
か
ら
⑤
街
区
ま
で
の
５
つ
の
エ
リ
ア
に
定

め
、
再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

各
街
区
の
位
置
に
つ
い
て
は
左
図
の
と
お
り
。

＊
５

換
地
…
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
、
従
前

の
土
地
に
対
し
て
新
し
く
置
き
換
え
ら
れ
た
土
地
の
こ

と
。

＊
６

土
地
区
画
整
理
事
業
…
土
地
所
有
者
等
か
ら
公

平
に
一
定
の
土
地
の
提
供
を
受
け
（
減
歩
）
、
道
路
、

公
園
、
河
川
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
、
改
善
し
、
土

地
の
区
画
を
整
え
て
宅
地
の
利
用
増
進
を
図
る
事
業
の

こ
と
。

＊
７

笑
顔
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…
「
教
職
員
が
元

気
な
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
も
元
気
な
学
校
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

こ
と
。
立
候
補
で
選
ば
れ
た
市
立
小
・
中
学
校
２１
校
で

は
、
教
員
業
務
支
援
員
の
配
置
を
き
っ
か
け
と
し
て
自

校
の
働
き
方
改
革
を
推
進
し
、
教
員
の
心
身
の
健
康
保

持
と
教
育
の
質
の
維
持
向
上
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の

好
事
例
を
市
内
全
校
に
共
有
、
展
開
し
て
い
る
。

＊
８

Ｔ
Ｎ
Ｒ
…T

rap

（
捕
獲
）、Neuter

（
不
妊
去

勢
手
術
）
、Return

（
猫
を
元
の
場
所
に
戻
す
）
を

実
施
す
る
こ
と
。

まめ

ぎかい探Ｑ豆知識 ♦議長、副議長ともに事故（病気等）があるとき、仮議長を選出しなければならない。♦本市の予算編成は、財政課が担当している。♦本市議会で議長選挙を投票で行う場合、開票の際、議員から２名の開票立会人が指名される。
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１
２
０
１
０
４

藤
❶
井
❷
井
❸
井
❹
井
❺
井

今
回
の
改
正
は
、
出
産
す

る
被
保
険
者
の
保
険
料
を
減

額
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

な
お
、
施
行
日
は
６
年
１

月
１
日
で
す
。

保
険
料
の
減
額
手
続

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

届
出
も
可
能
と
す
べ
き

質
問

被
保
険
者
の
産
前
産

後
期
間
の
保
険
料
減
額
に
つ

い
て
、
制
度
の
周
知
方
法
や

届
出
に
係
る
配
慮
を
聞
く
。

答
弁

広
報
等
や
母
子
手
帳

交
付
時
の
周
知
、
国
民
年
金

保
険
料
減
額
届
出
時
の
年
金

事
務
所
等
で
の
案
内
に
加
え
、

郵
送
で
の
届
出
も
可
能
と
す

る
。
ま
た
、
届
出
が
で
き
な

い
場
合
で
も
出
産
を
確
認
で

き
た
場
合
は
減
額
す
る
。

要
望
等

妊
娠
届
同
様
、
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
届
出
も

可
能
と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

保
険
料
減
額
制
度

他
市
で
は
既
に
実
施

市
で
も
検
討
す
べ
き

質
問

八
幡
市
で
は
、
子
育

て
支
援
の
た
め
、
国
の
制
度

に
先
立
ち
５
年
４
月
か
ら
保

険
料
減
免
を
実
施
し
て
い
る

が
、
本
市
で
も
検
討
す
べ
き

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

府
国
民
健
康
保
険
運

営
方
針
に
基
づ
き
、
府
内
統

一
基
準
で
実
施
す
る
。

要
望
等

所
信
表
明
で
は
、

子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
施
策
の
よ
り
一
層
の

充
実
を
掲
げ
て
お
り
、
本
市

で
実
施
し
な
い
こ
と
は
疑
問

で
あ
る
と
意
見
し
て
お
く
。

報
告
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
枚
方
市
土
地
開
発
公
社
…

公
有
用
地
の
取
得
は
約
１
３

９
５
平
方
㍍
で
、
取
得
に
要

し
た
金
額
は
７
億
３
５
４
２

万
円
。

ま
た
、
公
有
用
地
の
売
却

は
約
７
５
３
４
平
方
㍍
で
、

売
却
収
益
は
１１
億
５
８
２
０

万
円
。

■
公
益
財
団
法
人
枚
方
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
…
収
入
は
３
億

９
３
９
８
万
円
、
支
出
は
４

億
８
７
３
万
円
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

意
見

３
年
度
と
比
較
し
て
、

４
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

赤
字
額
は
増
加
し
て
い
る
。

市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
推
進
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
べ
く
、
同
協
会
が

安
定
的
に
経
営
で
き
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
支
援
す
べ
き
。

下記の「タテ・ヨコのカギ」を参考にマスを埋
め、Ａ～Ｄを並べて出てくる言葉は何でしょうか？
１マスにつきカナ１文字が入ります。小さい「ッ」
などは大きい「ツ」などと同じ文字として扱います。

市議会ホームページに掲
載の応募フォーム（右コード）または、
はがき、電子メール、ファクスに、郵
便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、クイズの答
え、議会報の感想（必須）と、市長の所信表明に対
する考えなどを発信する動画の感想（任意・左コー
ドから視聴できます）を書いて市議会事務局（〒５７３
－８６６６住所不要）へ。１２月２５日必着。１人１通。抽せ
んで１０人にクオカード（５００円分）をプレゼント！当
選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただ
きます。

応募方法

本
条
例
は
、
現
市
長
の
任

期
中
に
お
け
る
市
長
、
副
市

長
等
の
給
料
月
額
を
減
額
す

る
と
と
も
に
、
現
市
長
の
退

職
手
当
を
不
支
給
と
す
る
も

の
で
す
。

な
お
、
給
料
月
額
の
減
額

率
は
次
の
と
お
り
。

◇
市
長
３０
％
◇
副
市
長
１０
％

◇
教
育
長
、
上
下
水
道
事
業

管
理
者
、
病
院
事
業
管
理
者

７
％
◇
常
勤
の
監
査
委
員
５

％市
長
だ
け
給
料
減
額
割
合
を

引
き
上
げ
た
理
由
は

質
問

市
長
だ
け
２
期
目
よ

り
給
料
の
減
額
割
合
を
引
き

上
げ
て
い
る
。
公
職
選
挙
法

に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
し
て
報
道
さ
れ
た
件
の
幕

引
き
と
感
じ
る
市
民
も
い
る

と
思
う
が
、
考
え
を
聞
く
。

答
弁

減
額
割
合
は
公
約
を

体
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
報

道
の
件
は
会
見
等
を
通
じ
誠

意
を
持
っ
て
説
明
し
て
き
た
。

今
後
も
丁
寧
に
対
応
す
る
。

要
望
等

不
信
を
持
た
れ
な

い
よ
う
、
誠
実
に
疑
惑
の
解

明
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

意
見

市
長
給
料
減
額
の
目

的
は
、
公
職
選
挙
法
に
抵
触

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て

報
道
さ
れ
た
件
へ
の
反
省
の

た
め
で
は
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
今
後
、
様
々
な
事

業
を
着
実
に
進
め
る
た
め
に

も
、引
き
続
き
市
民
の
信
頼
回

復
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

概
要
は
次
の
と
お
り
。
な

お
、
（

）
内
は
基
金
額
。

■
く
ら
し
の
資
金
貸
付
基
金

（
５
３
７
０
万
円
）
…
貸
付

け
０
件
。
返
済
１
９
８
件
、

１
４
５
万
円

■
土
地
開
発
基
金
（
７
億
１

５
４
５
万
円
）
…
全
額
を
土

地
取
得
特
別
会
計
へ
貸
付
け
。

■
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融

資
基
金
（
１
０
０
０
万
円
）

…
全
額
を
金
融
機
関
に
預
託
。

融
資
７
件
、
２
２
０
万
円

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

く
ら
し
の
資
金
貸
付
金

安
易
な
貸
付
け
よ
り
も

困
窮
者
の
自
立
更
生
を

質
問

く
ら
し
の
資
金
の
貸

付
け
は
実
績
が
少
な
い
。
社

会
福
祉
協
議
会
で
も
類
似
の

貸
付
け
を
実
施
し
て
い
る
が
、

同
貸
付
け
の
廃
止
を
含
め
た

検
討
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

答
弁

同
協
議
会
が
実
施
す

る
緊
急
小
口
貸
付
け
と
い
う

類
似
事
業
が
あ
る
こ
と
も
踏

ま
え
、今
後
の
市
事
業
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

要
望
等

安
易
に
貸
付
け
を

行
う
の
で
は
な
く
、
生
活
困

窮
者
の
自
立
更
生
に
つ
な
が

る
環
境
整
備
を
要
望
す
る
。

わ に い もの

①枚方市内の王仁公園近くには「旧○○○○鋳物
民俗資料館」があります。

④自分の思うままにできるさま。「自由○○○」。
⑥市議会の会議は、大きく分けて「定例会」と「○
○○○○」に区分されますが、枚方市は通年議
会制を導入しているため、○○○○○の開催は
ほぼなくなっています。

⑧夏から秋にかけて「ギーッチョン」と鳴く昆虫。
⑨琵琶湖を源とする淀川は、川の上流部では「○
○川」、中流部では宇治川と呼ばれます。

⑪いま一つであること。「○○○○調子が出ない」。
す ざく おお じ

⑬平城京及び平安京を、朱雀大路を境として東西
に分けた西側。「○○○○」⇔左京（の対義語）。

⑯ある仕事のために必要な人員のこと。
⑰和歌山県ＰＲキャラクター「○○ちゃん」は紀
州犬をモチーフにしています。

⑱元素記号が「Ｉ」（アイ）の元素は、「○○素」
です。

いず もの

⑲「出雲○○○」は歌舞伎の創始者と言われてい
る女性です。

⑳議会報の感想は「○○○○○○局」までお寄せ
ください。

①このクイズコーナーの名称は、「ぎかい○○○○○」で
す。

②議長、副議長ともに事故（病気等）があるときは、○○
○○○○を選出しなければなりません。

③「○○○」⇔義務（の対義語）。
④「手で直につかむ」は「てで○○につかむ」と読みます。
⑤枚方市の予算編成は、総合政策部の○○○○課が担当し
ています。

⑦自分で食事を作ること。
⑩市議会で議長選挙を投票で行った場合、開票する際に、
議員の中から２名の「開票○○○○○○」が指名されま
す。

⑫本人確認書類としても利用できる「○○ナンバーカード」。
⑭枚方市議会では、議員全員で構成する「全員○○○○会」
と、各常任委員会単位で構成する「委員○○○○会」と
いう会議体があります。

⑮「初々しい」は「○○○○しい」と読みます。
⑰枚方市の花は、○○と桜です。

う どの

⑱淀川の河川敷に群生するイネ科の植物。高槻市の「鵜殿
はら

の○○原」が有名。
⑲調理済みの米飯を鶏卵でオムレツのように包んだ、日本
発祥の洋食といえば、「○○ライス」。

今
回
の
契
約
は
、市
立
小
・

中
学
校
に
お
け
る
夏
季
の
体

育
教
育
環
境
の
向
上
及
び
児

童
、
生
徒
の
熱
中
症
予
防
対

策
、
ま
た
、
災
害
時
等
の
避

難
所
と
し
て
の
環
境
改
善
を

目
的
と
し
て
、
体
育
館
へ
の

空
調
設
備
の
導
入
を
Ｄ
Ｂ
Ｏ

（
＊
１
）方
式
に
よ
り
行
う
も

の
で
す
。

■
契
約
金
額
…
２５
億
２
５
０

万
円

■
工
期
、
履
行
期
間
…
令
和

２２
年
３
月
３１
日
ま
で

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

体
育
館
空
調
設
備
整
備

災
害
時
で
の
対
応
は
可
能
か

質
問

６
年
度
中
に
小
・
中

学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
が

整
備
さ
れ
る
。発
注
時
の
要
求

水
準
書
で
は
、災
害
時
等
の
停

電
時
で
も
起
動
可
能
な
も
の

と
す
る
等
示
さ
れ
て
い
る
が
、

体
育
館
を
避
難
所
と
す
る
際

の
災
害
対
応
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

室
外
機
に
は
、
都
市

ガ
ス
が
供
給
さ
れ
る
限
り
自

立
運
転
が
で
き
、
体
育
館
へ

の
電
力
供
給
も
可
能
な
機
器

を
導
入
す
る
た
め
、
災
害
対

応
、
防
災
機
能
の
強
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

＊
１

Ｄ
Ｂ
Ｏ
（
方
式
）
…

資
金
調
達
を
自
治
体
が
行
っ

た
上
で
、
公
共
施
設
な
ど
の

設
計
、
建
設
、
維
持
管
理
を

一
括
し
て
民
間
事
業
者
に
委

託
す
る
手
法
の
こ
と
。

委 員 協 議 会 だ よ り
総務委員協議会 ９月１４日

（１）防犯灯に係る補助制度の一部見直しについて
（２）ひらかた万博共創事業創出補助制度の創設について
（３）次期行政改革プランの策定について
（４）令和４年度内部統制制度の評価報告について
（５）幼児療育園跡地の活用について
（６）③街区に設置する生涯学習交流センターの開館時間の延

長等について

教育子育て委員協議会 ９月１５日
（１）中学校全員給食に向けての可能性調査及び施設整備等に

おける進捗状況について
（２）教員不足による学校運営上の課題への対応について
（３）今後の中学校部活動の在り方について

市民福祉委員協議会 ９月１９日
（１）③街区における（仮称）市民窓口等について
（２）後期高齢者医療制度における健康診査等の受診勧奨につ

いて
（３）枚方市感染症予防計画の策定について

（４）ひらかたポイント事業の実績と今後の取り組みについて
（５）成果連動型民間委託契約方式（ＰＦＳ）を活用した介護

予防事業について
（６）枚方市国民健康保険被保険者を対象とした特定健康診査

の受診勧奨について
（７）福祉サービス検索システムの導入について
（８）認知症の人とその家族への一体的支援事業について
（９）不育症治療費助成事業について

建設環境委員協議会 ９月２０日
（１）可燃ごみ広域処理に係る組合規約変更に向けた協議体制

について
（２）杉三丁目地区地区計画の決定について
（３）村野駅西土地区画整理事業及び茄子作土地区画整理事業

等の都市計画について
（４）枚方市分譲マンション管理適正化推進計画の策定及び管

理計画認定制度の創設について
（５）小中学校体育館空調設備整備ＤＢＯ事業の事業者選定に

ついて
（６）都市計画道路長尾杉線（杉工区）の整備工事について
（７）都市計画道路御殿山小倉線の整備工事について
（８）水道事業及び下水道事業に係る整備基本計画・経営戦略

の中間見直しについて

何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
師
走
、

皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
た
び
、
紙
面
改
革
や

動
画
の
取
組
が
認
め
ら
れ
、

枚
方
市
議
会
が
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
大
賞
の
躍
進
賞
部
門
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。（
１

面
参
照
）
こ
れ
を
励
み
に
、

紙
面
や
動
画
を
通
し
て
、
議

会
活
動
を
よ
り
広
く
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
今
号
で
は
、
９
月

定
例
月
議
会
の
内
容
を
中
心

に
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、

記
事
の
構
成
を
一
部
変
更
し
、

「
質
問
」「
答
弁
」「
要
望
等
」の

時
系
列
順
で
記
載
し
て
い
ま

す
。今
後
も
親
し
み
や
す
い
、

分
か
り
や
す
い
紙
面
作
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
た
な
取
組
と

し
て
、
市
長
の
所
信
表
明
に

対
す
る
考
え
な
ど
を
発
信
す

る
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

各
会
派
等
の
思
い
を
ぜ
ひ
御

覧
の
上
、
ク
オ
カ
ー
ド
が
当

た
る
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
「
ぎ

た
ん
き
ゅ
う

か
い
探
Ｑ
」
に
御
応
募
い
た

だ
き
、
紙
面
や
動
画
に
関
す

る
御
意
見
、
御
感
想
を
市
議

会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

枚
方
市
議
会
報
は
、
各
会

派
か
ら
選
出
し
た
委
員
で
構

成
す
る
議
会
広
報
委
員
会
で

協
議
、
決
定
し
た
編
集
基
準

に
基
づ
き
編
集
し
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
…

藤
田

幸
久

副
委
員
長
…

八
尾

善
之

委

員
…

松
本

佑
介
、

三
和

智
之
、
大
津
真
沙
樹
、

小
池

晶
子
、
峠

賢
一

議
会
は
、
１０
月
１９
日
の
本
会
議
で
、
３
件
の
意
見
書
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
と
は
…
市
の
公
益
（
市
民
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
公
共
の
利

益
）
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
思
と
し
て
議
決
し
、
国
会

ま
た
は
関
係
行
政
機
関
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

脱
炭
素
と
自
然
再
興
に
貢
献
す
る
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
経
済
）
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
脱
炭
素
と
自
然
再
興
に
貢
献
す
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
実
現
の
た
め
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
資
源
循
環
促
進
の
た
め
の
制
度
の
創
設
、
精
錬
技
術
の
開
発
や
施

設
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
。

２
�
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般
で
の
環
境
負
荷
低
減
等
の
実
現
を
目
指
し

て
、
動
脈
産
業
と
静
脈
産
業
の
連
携
に
よ
る
資
源
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
。

３
�
建
築
物
等
の
長
寿
命
化
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
価
値
の
最
大

化
を
図
る
た
め
に
、
新
た
な
基
準
の
設
定
や
優
遇
税
制
の
創
設
を
図

る
こ
と
。

４
�
リ
フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
品
の
製
品
安
全
担
保
等
に
関
す
る
環
境
を
整

備
し
、
リ
コ
マ
ー
ス
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
拡
大
を
図
る
こ
と
。

５
�
森
林
循
環
経
済
の
実
現
や
、
高
齢
化
に
伴
い
増
加
し
て
い
る
紙
お

む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
普
及
に
向
け
た
自
治
体
や
事
業
者
の
取
組
を

支
援
す
る
こ
と
。

６
�
紙
資
源
循
環
の
推
進
の
た
め
、
古
紙
が
よ
り
多
く
回
収
、
利
用
さ

れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

７
�
衣
類
の
循
環
配
慮
設
計
を
促
進
す
る
と
同
時
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
素

材
を
活
用
し
た
衣
類
を
政
府
や
自
治
体
が
積
極
的
に
使
用
す
る
こ
と

で
、
衣
類
の
循
環
市
場
を
構
築
す
る
こ
と
。

８
�
建
設
廃
棄
物
の
再
資
源
化
を
、
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
や
ア
ッ
プ
サ
イ

ク
ル
へ
と
転
換
し
、
資
材
の
量
と
質
の
両
立
を
図
る
こ
と
。

９
�
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
及
び
気
候
関
連
財
務

情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
組
織
が
行
う
作
業

の
算
定
基
盤
の
創
設
等
を
率
先
し
て
求
め
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
環
境
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
（
硬
膜
外
自
家
血
注

入
療
法
）
に
対
す
る
適
正
な
診
療
上
の
評
価

等
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、現
状
を
踏
ま
え
、脳
脊
髄
液
漏
出
症
（
脳
脊
髄
液
減
少
症
）

の
患
者
へ
の
、
公
平
で
安
全
な
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
（
硬
膜
外
自
家

血
注
入
療
法
）
の
適
用
に
向
け
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求

め
ま
す
。

記

１
�
脳
脊
髄
液
漏
出
症
（
脳
脊
髄
液
減
少
症
）
の
症
状
に
お
い
て
、
約

１０
％
は
起
立
性
頭
痛
を
認
め
な
い
と
公
的
な
研
究
で
も
報
告
が
あ
る

こ
と
を
受
け
、
診
療
報
酬
の
算
定
の
要
件
の
注
釈
と
し
て
「
本
疾
患

で
は
起
立
性
頭
痛
を
認
め
な
い
場
合
が
あ
る
」
と
加
え
る
こ
と
。

２
�
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
（
硬
膜
外
自
家
血
注
入
療
法
）
の
診
療
報

酬
に
お
い
て
、
Ｘ
線
透
視
を
要
件
と
し
て
漏
出
部
位
を
確
認
し
な
が

ら
治
療
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
、
診
療
上
の
評
価
を
見
直

す
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
厚
生
労
働
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
の
実
施
を
求
め

る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
感
染
症
へ
の
移
行
後
、
感
染

者
数
の
把
握
方
法
が
定
点
把
握
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
正
確
な

感
染
状
況
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
起
こ
り
得
る
感
染
状

況
の
ピ
ー
ク
や
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
新
た
な
感
染
症

に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
（
疫
学
調
査
）
を
全

国
の
地
方
公
共
団
体
の
下
水
処
理
場
で
実
施
す
べ
き
で
す
。

感
染
症
対
策
に
お
い
て
は
適
切
な
検
査
を
正
確
に
行
う
こ
と
が
肝
要

で
す
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
な
ど
で
は
、
感
染
者
が
自
主
的
に
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
陽
性
者
を
特
定
で
き
な
い
た
め
、
各
地
域
の
感
染
の

広
が
り
の
傾
向
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
下
水
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
を
活
用
す
れ
ば
、
当
該
地
域
の
見
え
な
い
感
染
状
況
を
見

え
る
化
で
き
る
た
め
、
感
染
拡
大
の
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
医
療
機

関
の
検
査
報
告
よ
り
も
早
く
兆
候
が
分
か
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
後

に
お
い
て
も
感
染
規
模
や
感
染
者
数
増
減
の
傾
向
を
把
握
で
き
ま
す
。

ま
た
、
内
閣
官
房
が
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
の
活
用
に
関
す
る
実
証
事
業
で
も
、そ
の
結
果
報
告
に
お
い
て「
将

来
の
感
染
状
況
の
予
測
に
よ
っ
て
、
市
民
へ
の
注
意
喚
起
や
地
方
公
共

団
体
の
体
制
整
備
に
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

よ
っ
て
、
政
府
は
、
令
和
５
年
９
月
１
日
に
発
足
さ
れ
た
内
閣
感
染

症
危
機
管
理
統
括
庁
を
司
令
塔
と
し
、
厚
生
労
働
省
、
国
土
交
通
省
及

び
各
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
早
急
に
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
事
業
を
全
国
展
開
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

〈
提
出
先
〉
国
土
交
通
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
感

染
症
危
機
管
理
担
当
大
臣
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